
実践型インターンシップ

導入について



人をつくる、社会をつくる、日本をつくる

私たちは、変革の現場に挑む機会を通して、
アントレプレナーシップ（起業家精神）溢れる人材を育むNPOです。

運営会社 ETIC.（エティック）について

ー 団体名称 ー

特定非営利活動法人ETIC.（エティック）

ー 設 立 ー

1993年（2000年3月法人化）

ー 所在地 ー

東京都渋谷区神南1-5-7 APPLE OHMIビル4F

ー スタッフ ー

79名（うち専従49名）平均年齢34.7歳

ー 事業規模 ー

6.3億円

ー 事業領域 ー

人材育成領域 実践型インターンシップ

事業支援領域 社会起業家インキュベーション事業

インパクト創出支援領域
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広がるチャレンジコミュニティの輪

全国43地域、50大学、学生2万人、2000社との起業家ネットワークで
全国への情報発信が可能になっています

２



ETIC.が社会に広めていきたい

「長期実践型インターンシップ」とは



「長期実践型インターンシップ」の特徴

業務体験型

会社のことを
知ってほしい

課題解決型 実践型

今までにない
視点がほしい

事業を推進したい

約1〜5日間 約5〜2週間 約4週間〜半年

会社見学
社員との交流
業務体験…

会社に対する
ディスカッションや

意見交換

実際に
プロジェクトを
学生とともに実施

企業の
導入理由

期間

内容
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将来の夢やビジョンを実現するために実践や経験の場を求めている大学生と、
成長志向の高い大学生との協働を通じてプロジェクトを加速させたい起業家・経営者が
出会う、長期間のプログラムです。



長期実践型インターンシップを企業側から見ると…

会社の新たな方向性のために、

本当はやってみたいけど、

手がつけられていないプロジェクト

若者と一緒に

試してみる機会

＝受け入れ側にも覚悟が必要

会社の将来、事業の成長をかけて、
経営者自身が本気で挑戦したいことをプロジェクトにする！

わざわざ学生のためのプロジェクトを用意する必要はなし！

人手も無いし、

タイミングも無い

し…

一緒に

やります！
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コーディネーターとしてのETIC.の存在

ETIC.が学生と企業の間に立ち、双方のヒアリングとマッチング。
受入準備、期間中のサポート、事後フォローを一貫して行います。

ETIC.

✓組織外からの視点
✓ともに挑戦する仲間

✓師匠・仲間との出会い
✓社会で価値を生み出す経験

挑戦したい企業 意欲ある若者

インターンシップを通じた協働プロ
ジェクト

［事前］目的設定/プロジェクトすり
合わせ
［実施］住環境/目的確認
［事後］目的達成の振返り/フィード
バック

［事前］プロジェクトの打ち出し
［実施］関わり方、目的の再確認
［事後］目的達成の振返り、今後
の取組
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コーディネーターの必要性

①インターン開始後、学生のフォロー

②企業と学生のマッチング

③ヒアリング（課題の発見、可視化） など

コーディネーター

の主な役割

・第三者の目線から、経営者と学生の意識のズレを修正してくれた

・会社への疑問や消化不良の部分を代理で聞いてくれ、橋渡し役になってくれた。

・学生の気持ちの変化は、会社では見えない部分もあるので、日常生活の中で読み取ったこ

とをフィードバックしてもらえて良かった。

・素晴らしい人財を連れてくる、その人間力、発信力。そこが全てだと思う。

・学生集客で苦戦した際、Webの工夫や本部と掛け合いPRを重点的にしてもらい助かった。

・インターン後のフォローが多くあり、さらなるインターンシップ生の獲得に繋がった。

・初めての受入れで、進め方かわからなかったが、全般にわたり不安を解消してくれた。

・的確なアドバイスと問いで、学生・企業の課題解決の大きな助けと成果向上になった。

・生活面でのフォロー、市との協働など全体的に相談でき、いなくては成功はないと思う。

・インターン生のフォローは勿論、受入れ側のフォローもきめ細かくして頂き、人間関係も

スムーズ。お陰でチームとして同じ目線でプロジェクト遂行に邁進できた。

学生の

フォロー

学生との

マッチング

ヒアリングや

企業フォロー

実際にインターンシップを受け入れた企業からの声
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インターン生を活用し推進できるプロジェクト例 ８

②新規事業立ち上げ期の推進役

①新規事業の探索・仮説検証

③商品・サービスの営業

④商品・
サービスのマーケティング

⑤新たな仕組みの開発

新規事業の探索をしたいが、まだ収益の目途は立っていないの
で、社員はアサインしにくい。
経営者としての仮説を検証したい。

新規事業の立ち上げ・サービスインに向けて加速度的に忙しく
なるが、100％その事業の専従はおらず圧倒的に戦力不足。
事業の推進役が欲しい。

新しく開発した商品・サービスを中心となって売り、
顧客の反応を見ながら商品・サービスを改善していきたい。
フットワーク軽く営業にまわってくれる人材が欲しい。

新規顧客を獲得する新しい打ち手を、PDCAを高速回転させな
がら企画・開発していきたいが、その企画・開発の一員となる
若い柔軟な発想力が欲しい。

新しい仕組みの開発のアイデア、改善していきたいことはある
が既存業務で手いっぱいで手付かずになってしまっている。
そこに着手したい。



長期実践型インターンシップの事例

数ヶ月かけていた実績を、1週間で達成。経営革新への第一歩。

宍粟市は2019年に地域コーディネーター養成講座を受講、同年
地域ベンチャー留学に参画。宍粟市役所内部で複数の部署が連
携し議会を立ち上げました。2019年に1社1名の受入を実施しま
した。
インターン生が企業のホームページをリニューアルし、以前は
数ヶ月で３本しか売れていなかったインディアンフルートを、
リニューアル後１週間で３本販売することができました。
●コーディネート団体：宍粟市人財フル活用プラットフォーム
推進会議
●実施体制人数：2人

参加学生64名、移住・就職者3名。リアルな関係人口づくり。

塩尻市は2011年に地域コーディネーター養成講座を受講、2012年
から地域ベンチャー留学に参画。多様なステークホルダーを巻き
込み、地域内でコーディネート機関の役割を分担して行なってい
ます。地域活性化に協力的な企業を中心に毎期4~5社の学生を募
集。過去参加学生は64人、うち移住・就職した人は3人。

インターン中に地域のキーパーソンに会う機会を設けたり、地元
イベントに積極的に参加を促すことで、地域への愛着を高めてい
ます。
●コーディネート団体:塩尻商工会議所、塩尻市役所
●実施体制人数:3人
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インターン導入の進め方

について



１２

「PROJECT INDEX」：全国のチャレンジコミュニティーに所属する団体で共同
運営しているインターンシップマッチングサイト。
地域に住み込みで行うインターンなど地域色の強いインターンが数多く掲載。
オンラインインターンに特化した、「おうちでインターン」特設ページも開
設され幅広い層の学生にアプローチが可能。

への掲載

DRIVEインターンサイ
トと合わせ、PROJECT
INDEXにも募集要項を
掲載させていただき
ます。



１３

①採用検討

②採用準備

③採用活動

④応募対応

◼ インターン生を採用したいが、
何から始めたらいいのかわから
ない。

◼ 任せたい仕事はあるが、どう表
現したら学生に魅力的なのか？

◼ 採用ページは作ったものの学生
にリーチできない。

◼ 採用ページ掲載、ソーシャルメ
ディアでの発信、知人に依頼な
どいろいろ試すがよい人材がな
かなか集まらない。

◼ 人事担当がいないので応募の問
い合わせ対応、書類選考が大変。

◼ 書類だけでは見極めるのが難し
い。

◼ 過去2500人のインターン生の成果創出支援を
してきた専属コーディネーターが御社の事業
戦略に合わせた適切なインターン戦略（採用
戦略・活用戦略）の立案をサポートします。

◼ 御社のミッション、ビジョン、事業戦略を深
く理解したコーディネーターが、御社に適し
た人材を想定したうえで、応募者にとって魅
力的な募集要項を作成します。

◼ ETIC.各種メディア、ETIC.の良質な口コミネッ
トワーク、大学・学生団体・キーパーソンと
のネットワークを駆使して、最適な人材を発
掘します。

◼ インターン希望学生に対しては、事前セミ
ナーの受講、専属コーディネーターとの1対1
のキャリアコーチングを通じて、目的意識の
深堀り、覚悟を問うといった動機付けが行わ
れます。

◼ コーディネーターによる希望学生のスクリー
ニング、時間と労力のかかる専用のエント
リーシート記入を通じて、本気の学生だけが
応募に進みます。

◼ 面接の日程調整などのやり取りを専属コー
ディネーターが仲介します。

モチベーションの高い学生を獲得するためのDRIVEインターンの工夫①



１４モチベーションの高い学生を獲得するためのDRIVEインターンの工夫②

⑤面接

⑥合否連絡

入社準備

⑦勤務開始

⑧採用後の

育成

◼ やる気は評価できるが、本当にこの
学生はパフォーマンスをだしてくれ
るのだろうか？

◼ 不合格者への対応は？

◼ 入社までに何を準備するればい
い？契約書は？保険は？法律的位
置づけは？

◼ 合格者へ何を連絡すればいい？

◼ 初日にやるべきことは？

◼ とりあえず目の前のタスクを任せ
たがアウトプットの質が低い

◼ 突然来なくなってしまった。

◼ 他の活動との両立でコミットメン
トが減ってしまった。

◼ 期待以上のアウトプットをだして
くれない。

◼ 御社専用の事前課題を設定することで、面接
でのやり取りだけでは判断しずらい適正を見
極めます。

◼ 面接にコーディネーターも同席することで、
採用可否に関する客観的な意見を提供します。

◼ 合否連絡や初日に向けた準備などの諸連絡を
専属コーディネーターが仲介します。

◼ インターンの採用に必要となる各種契約書類
の準備や保険加入などのサポートを行います。

◼ 専属コーディネーターも同席のうえでオリエ
ンテーションを行い契約書類確認を行うと共
に、半年間、視点高くインターンに取り組め
るように改めて目標設定を行います。

◼ 期間中、専属コーディネーターとのメン
タリングを通じて、常にモチベーション
高く期待以上の成果をだせるように側面
支援をします。

⑨振り返り
改善

◼ 人材育成上の課題をもとに、よりよいイン
ターン活用を組織として行うための改善点を
専属コーディネーターと共に洗い出します。



インターン募集開始から修了までのフロー

①個別相談にお申込み

②募集準備

③採用活動

④合格者通知

⑤インターン開始

⑥インターン修了

■参画団体 ■DRIVEインターン事務局

DRIVEインターンの説明を受け申込

参画団体の確認後、募集要項を掲載

プロジェクト設計面談実施（1〜2回）

参加希望学生と面談
合否決定

参画費の請求

インターン生の受け入れ準備 学生向け事前研修の案内、実施

中間面談の実施
その他必要に応じて、企業、

学生双方に面談等フォローの実施

活動の振り返り及び
ネクストステップの検討

各種契約書面の作成・締結

DRIVEインターン掲載基準確認の上

ヒアリングをもとに募集要項を執筆

事務局が募集要項執筆後内容を
確認し、掲載可否を判断

設計したプロジェクトに
基づき活動を開始

参加希望学生との1次面談実施
※学生に事前課題を課す場合もあり



１６参画費用について（基本料金）

【コーディネートプランに含まれる内容】
✓ 企業の事業発展のための課題と優先順位等の整理

✓ インターン生と共に取り組むプロジェクトの設計

✓ PROJECT INDEXへの募集要項掲載・SNS情報発信

✓ プロジェクト推進に適切な人材の選考サポート

✓ インターン中の学生の視差を高く保つ事前研修・
中間面談の実施

✓ インターン期間中の学生モニタリング(日報や臨時
面談)など必要に応じてサポートを実施

✓ インターン終了後の成果の検証とネクストステッ
プの検討サポート

掲載時 無料
コーディネート料 １名の伴走支援につき、

¥220,000〜660,000(税込) 
※合格のタイミングでご請求させて頂きます。

※伴走期間や内容に応じ、上記範囲で金額をご提案いたします。

【参画団体・企業の条件】
1. 学生とともに取り組むプロジェクトが未来志向であ

ること
2. 学生の成長につながる形でのプロジェクト設計がな

されていること
3. インターンシップ生を受入る環境・条件面に問題が

ないこと
4. ETIC.の目指す起業家型リーダー輩出の理念に賛同し、

共感していること

※本価格は、事前に告知の後、早期に終了する場合がございます。
※掲載可否につきましては、NPO法人ETIC.で判断させていただき、
ご掲載をお断りする場合がございますのでご了承ください。

インターンシップに専念できる環境を担保するため学生達には活動支援金をお支払頂くことが有効です。

個別の学生の事情やコミットの状況に応じて、ご検討ください。

（参考：過去の平均額 交通費別で月３万円〜７万円程度）

ご不明な点についてはお気軽にDRIVEインターン事務局までお電話でお問い合わせください。

（参考）学生に対して発生するその他費用の目安

その他、実践型インターンの導入が初めてという経営者様に関しましては、
活動を進めるにあたっての学生との円滑なコミュニケーションのコツなど
レクチャーさせていただく他、特に導入初期における困りごとに関して常
に相談可能な体制を整えております。


